
JP 6863869 B2 2021.4.21

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　染付レーキ顔料、顔料分散剤、及び非水系溶剤を含み、前記非水系溶剤は、表面張力が
２０ｍＮ／ｍ以上２８ｍＮ／ｍ以下であるシリコーンオイルを含む、油性インクジェット
インク。
【請求項２】
　前記シリコーンオイルの表面張力が２２ｍＮ／ｍ以上２６ｍＮ／ｍ以下である、請求項
１に記載の油性インクジェットインク。
【請求項３】
　前記シリコーンオイルを非水系溶剤全量に対し５０質量％以上で含み、炭素数６以上の
アルコール系溶剤を非水系溶剤全量に対し２質量％以上１５質量％以下でさらに含む、請
求項１又は２に記載の油性インクジェットインク。
【請求項４】
　前記染付レーキ顔料は、塩基性染付レーキ顔料である、請求項１から３のいずれか１項
に記載の油性インクジェットインク。
【請求項５】
　前記染付レーキ顔料は、キサンテン系塩基性染付レーキ顔料である、請求項４に記載の
油性インクジェットインク。
【請求項６】
　前記染付レーキ顔料は、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ８１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
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ｔ　Ｒｅｄ８１：４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ１６９からなる群から選択される
１種以上である、請求項４又は５に記載の油性インクジェットインク。
【請求項７】
　前記シリコーンオイルは、１分子中のケイ素数が２～６であり、ケイ素原子に炭素原子
が直接結合し、炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基を有し、１分子中の前記炭
素数及び酸素数の合計が５以上である有機基に含まれる炭素数及び酸素数の合計が５～２
０である変性シリコーンオイルを含む、請求項１から６のいずれか１項に記載の油性イン
クジェットインク。
【請求項８】
　前記変性シリコーンオイルに含まれる前記炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機
基は、炭素数７以上のアルキル基、炭素数及び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エ
ステル結合含有基、炭素数６以上の芳香環含有基、及び炭素数７以上のアルキレン基から
なる群から選択される１種以上である、請求項７に記載の油性インクジェットインク。
【請求項９】
　前記変性シリコーンオイルは、下記一般式（Ｘ）で表される化合物である、請求項７又
は８に記載の油性インクジェットインク。
【化１】

　（一般式（Ｘ）において、Ｒ１は、酸素原子、又はケイ素原子に炭素原子が直接結合す
る２価の有機基であり、Ｒ２は、それぞれ独立的に、ケイ素原子に炭素原子が直接結合す
る１価の有機基であり、ｍ及びｎは、それぞれ独立的に、０～４の整数であり、ｐは、そ
れぞれ独立的に、０～２の整数であり、１分子中のケイ素数が２～６であり、Ｒ１及びＲ
２のうち少なくとも１個は、炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基であり、１分
子中の前記炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基に含まれる酸素数及び炭素数の
合計が５～２０である。）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性インクジェットインクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方式は、流動性の高いインクジェットインクを微細なノズルから液
滴として噴射し、ノズルに対向して置かれた記録媒体に画像を記録するものであり、低騒
音で高速印字が可能であることから、近年急速に普及している。このようなインクジェッ
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ト記録方式に用いられるインクとして、水を主溶媒として含有する水性インク、重合性モ
ノマーを主成分として高い含有量で含有する紫外線硬化型インク（ＵＶインク）、ワック
スを主成分として高い含有量で含有するホットメルトインク（固体インク）とともに、非
水系溶剤を主溶媒として含有する、いわゆる非水系インクが知られている。非水系インク
は、主溶媒が揮発性有機溶剤であるソルベントインク（溶剤系インク）と、主溶媒が低揮
発性あるいは不揮発性の有機溶剤である油性インク（オイル系インク）に分類できる。ソ
ルベントインクは主に有機溶剤の蒸発によって記録媒体上で乾燥するのに対して、油性イ
ンクは記録媒体への浸透が主となって乾燥する。
【０００３】
　インクジェット記録方式に用いられるインクの色材は、高画質印刷に必要な耐光性、耐
候性及び耐水性に優れていることから、顔料を色材とするインクが増加する傾向にある。
　油性インクに用いる顔料の中に染付レーキ顔料がある。染付レーキ顔料は、水溶性染料
を不溶化して体質顔料に固着させた顔料であり、染料由来の多様な色相が得られるととも
に、耐光性、耐候性及び耐水性にも優れる。
【０００４】
　特許文献１（特開２０１４－１９７６６号公報）では、非水系インクジェットインクに
おいて、高濃度かつ高彩度の印刷物を得るために、染付レーキ顔料の１つであるキサンテ
ン系顔料を用いている。特許文献１のインクでは、エステル系溶剤、アルコール系溶剤、
及び非極性溶剤を組み合わせた非水系溶剤を用いている。
【０００５】
　油性インクにおいて、顔料及び非水系溶剤の組み合わせは多種多様であるため、一般的
な顔料の一例として染付レーキ顔料が挙げられるものの中に、非水系溶剤の一例としてシ
リコーンオイルが挙げられるものがある。特許文献２（特開２００５－６０５６７号公報
）、特許文献３（特開２００６－３１５３６３号公報）、特許文献４（特開２００６－３
０７１０７号公報）等を参照。
【０００６】
　特許文献５（特開２００４－２１７７０３号公報）では、シリコーン系溶媒と顔料を含
有し、さらに分散剤として特定の変性シリコーンオイルを含んでいるインクジェット用非
水系顔料インクによって、インクの安定性、ノズル目詰まり及びクリアファイル変形を改
善することを提案している。
　特許文献６（特開平４－２４８８７９号公報）では、少なくとも沸点が１００℃～２５
０℃のシリコーン系溶媒を２～９５ｗｔ（％）と、該溶媒に不溶な着色材を含有するイン
クジェット記録用インクによって、紙質によらず良好な印字品質が得られ、また印字後数
秒で十分な耐刷性が得られ、カラー画像において混色の無い鮮明な画像が得られることを
提案している。
【０００７】
　特許文献７（特開平４－１６１４６７号公報）では、分子骨格中にシロキサン結合を持
つ絶縁性溶剤を用いたインクジェットプリンタ用インクによって、高濃度で鮮明な印字を
可能にし、耐擦過性を有し、かつ安定吐出が可能になることを提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１４－１９７６６号公報
【特許文献２】特開２００５－６０５６７号公報
【特許文献３】特開２００６－３１５３６３号公報
【特許文献４】特開２００６－３０７１０７号公報
【特許文献５】特開２００４－２１７７０３号公報
【特許文献６】特開平４－２４８８７９号公報
【特許文献７】特開平４－１６１４６７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１では、キサンテン系顔料を、エステル系溶剤、アルコール系溶剤、及び非極
性溶剤を組み合わせた非水系溶剤に配合して非水系インクを作製している。このような非
水系溶剤は、印刷後に、印刷物の乾燥速度が遅くなり、印刷直後の印刷画像の定着性が悪
いという問題がある。また、キサンテン系顔料は、エステル系溶剤、アルコール系溶剤の
ような極性溶剤中で染料化することがあり、染料化した成分によって、印刷物の印刷領域
と未印刷領域の境目にブリーディングが発生する問題や、耐光性が低下する問題が起こる
。
【００１０】
　特許文献５及び６で提案するシリコーン系溶媒は主にジメチルシリコーンである。ジメ
チルシリコーンは、インクジェットノズルヘッドに対して親和性が高い。このジメチルシ
リコーンを用いたインクは、ノズルヘッドに付着しやすく、ノズルヘッドに付着したイン
クが印刷物に液だれしたり、ノズルヘッド付近でインクが固化してノズル不吐出の原因と
なったりすることがある。
　特許文献２～４で挙げられるシリコーン系溶媒もまた主にジメチルシリコーンであり、
特許文献５及び６と同じ問題がある。特に、ジメチルシリコーンの表面張力が低いほどこ
のような問題が起こる。
　さらに、特許文献２～６には、油性インク中で染付レーキ顔料が染料化するという問題
は開示されていないし、染付レーキ顔料とシリコーンオイルとを具体的に組み合わせた例
示も開示されていない。
【００１１】
　特許文献７では、分子骨格中にシロキサン結合を持つ絶縁性溶剤を用いているが、この
溶剤のシロキサン結合にどのような官能基が結合するか、また、シロキサン結合の個数に
ついて詳細に開示されていない。そのため、この溶剤の物性やその作用を特定することは
できない。また、特許文献７に、染付レーキ顔料は開示されていない。
【００１２】
　本発明の一目的としては、インクに含まれる染付レーキ顔料の染料化を防止するととも
に、ノズルプレートへのインクの付着を防止し、印刷物の乾燥性に優れる油性インクジェ
ットインクを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　一実施形態としては、染付レーキ顔料、顔料分散剤、及び非水系溶剤を含み、前記非水
系溶剤は、表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上２８ｍＮ／ｍ以下であるシリコーンオイルを含む
、油性インクジェットインクである。
【発明の効果】
【００１４】
　一実施形態によれば、インクに含まれる染付レーキ顔料の染料化を防止するとともに、
ノズルプレートへのインクの付着を防止し、印刷物の乾燥性に優れる油性インクジェット
インクを提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を一実施形態を用いて説明する。以下の実施形態における例示が本発明を
限定することはない。
　一実施形態による油性インクジェットインク（以下、単にインクと称することがある。
）としては、染付レーキ顔料、顔料分散剤、及び非水系溶剤を含み、非水系溶剤は、表面
張力が２０ｍＮ／ｍ以上２８ｍＮ／ｍ以下であるシリコーンオイルを含む、ことを特徴と
する。
　これによれば、インクに含まれる染付レーキ顔料の染料化を防止するとともに、ノズル
プレートへのインクの付着を防止し、印刷物の乾燥性に優れる油性インクジェットインク
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を提供することができる。
【００１６】
　このインクは、染付レーキ顔料の染料化を防止することで、印刷画像の耐光性を高める
ことができ、また、印刷画像が印刷領域から未印刷領域にブリーディングする現象を防止
することができる。染付レーキ顔料が染料化すると、記録媒体にインクが塗布される際に
、染料化した成分が記録媒体に浸透して印刷領域から未印刷領域にブリーディングするこ
とがある。さらに、染料化した成分は、記録媒体の繊維に入り込み、顔料自体よりも鮮や
かな色で染色して印刷領域と未印刷領域の境目を着色することがある。
　また、非水系溶剤として表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上２８ｍＮ／ｍ以下であるシリコー
ンオイルを用いることで、ノズルプレートに対するインクの濡れ性を低くし、ノズルプレ
ートへのインクの付着を防止するとともに、印刷物の乾燥速度を高めることができる。
【００１７】
　インクには、染付レーキ顔料が含まれる。
　染付レーキ顔料は、水溶性染料を不溶化させて体質顔料に固着した顔料である。
　染付レーキ顔料としては、塩基性染付レーキ顔料、酸性染付レーキ顔料等を用いること
ができる。
　染付レーキ顔料は、分散性がよく、インクの貯蔵安定性をより改善することができる。
また、染付レーキ顔料は分散性がよいため、顔料の凝集を防止することができ、ノズルプ
レートへのインクの付着をより防ぐことができる。また、染付レーキ顔料は分散性がよい
ため、記録媒体にインクが塗布される際に、溶剤との離脱性がよく、印刷物の乾燥性をよ
り高めることができる。塩基性染付レーキ顔料は、より分散性に優れ、好ましく用いるこ
とができる。
【００１８】
　塩基性染付レーキ顔料は、アミノ基等の塩基性基を有する染料を沈殿剤を用いて不溶化
させて体質顔料に固着させた顔料であり、沈殿剤には、燐タングステン酸、燐モリブデン
酸、燐タングステンモリブデン酸、シリコモリブデン酸、シリコタングステンモリブデン
酸、タンニン酸、ラウリン酸、没食子酸、フェリシアン化物及びフェロシアン化物、合成
媒染剤（カタール、タモール）等を用いることができる。
　塩基性染付レーキ顔料としては、例えば、キサンテン系染料（ローダミン６Ｇ、ローダ
ミン等）、トリフェニルメタン系染料（メチルバイオレット、マラカイトグリーン等）、
トリフェニルメタンチアゾール系染料、チアゾール系染料、ジフェニルメタン系染料、ア
ゾメチン系染料等をレーキ化して体質顔料に固着させた顔料を用いることができる。
【００１９】
　酸性染付レーキ顔料は、スルホ基、カルボキシ基等の酸性基を有する染料を沈殿剤を用
いて不溶化させて体質顔料に固着させた顔料であり、沈殿剤には、カルシウム、バリウム
、アルミニウム、ナトリウム等の金属塩等を用いることができる。
　酸性染付レーキ顔料としては、例えば、ペルシアンオレンジ系染料、ニトロソ系染料、
モノアゾ系染料、キノリン系染料、酸性型キサンテン系染料、アントラキノン系染料（ア
リザリン、マダー等）、インヂゴイド系染料等をレーキ化して体質顔料に固着させた顔料
を用いることができる。
【００２０】
　染付レーキ顔料は、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１８、Ｃ．Ｉ．
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１００、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１０
４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１５、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌ
ｌｏｗ　１１７；Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　１７：１（ペルシアンオレン
ジレーキ）、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　３９；Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｒｅｄ　６３（インジゴカルミンレーキ）、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８１、Ｃ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８１：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８１：２
、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８１：３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８１
：４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８３
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、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　９０、Ｃ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　９０：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１５１、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１６９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７２、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７４、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９３；
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　
２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　２：２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏ
ｒｅｔ　３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　３：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｖｉｏｒｅｔ　３：３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　５、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　５：１、Ｃ．Ｉ
．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　６：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　７
：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒ
ｅｔ　１２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　２０、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｖｉｏｒｅｔ　２６、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　２７、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｖｉｏｒｅｔ　３９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１：２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　８、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｂｌｕｅ　９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１０、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｂｌｕｅ　１１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｂｌｕｅ　１４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　５３（ブリリアントブルーレ
ーキ）、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　５３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ
　６２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　６３；Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅ
ｎ　１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅ
ｎ　３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅ
ｎ　８、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅ
ｎ　１０、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　１２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒ
ｅｅｎ　４５；Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｒｏｗｎ　３等が挙げられる。
　これらは単独で、又は２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００２１】
　中でも、キサンテン系染料をレーキ化したキサンテン系塩基性染付レーキ顔料、トリフ
ェニルメタン系染料をレーキ化したトリフェニルメタン系塩基性染付レーキ顔料を好まし
く用いることができ、キサンテン系塩基性染付レーキ顔料がより好ましい。
【００２２】
　キサンテン系塩基性染付レーキ顔料は、キサンテン系染料がレーキ化されて体質顔料に
固着した顔料である。キサンテン系染料は、下記構造式で表されるキサンテン骨格を有す
る染料であって、例えば、ローダミン系染料、フルオレセイン系染料、エオシン系染料等
を挙げることができる。色調の観点から、好ましくはローダミン、ローダミンＢ、ローダ
ミン６Ｇ等のローダミン系染料である。
【００２３】
【化１】

【００２４】
　キサンテン系塩基性染付レーキ顔料としては、上記した中から、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　ＲＥＤ　８１（ローダミン６Ｇ（ＰＴＭＡ））、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥ
Ｄ　８１：１（ローダミン６Ｇ（ＳＴＭＡ））、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　８
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１：２（ローダミン（ＳＭＡ））、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　８１：３（ロー
ダミン（ＰＭＡ））、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　８１：４（ローダミン（ＰＴ
ＭＡ）とローダミン６Ｇ（タンニン酸））、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　１６９
（ローダミン６Ｇ（ＣＦＡ））等を好ましく用いることができる。
　なかでも、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　８１、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒ
ＥＤ　８１：４、Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　１６９を好ましく用いることがで
きる。
　これらは、単独で、または２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００２５】
　インクには、本発明の効果を阻害しない範囲内で、その他の顔料が含まれてもよい。
　例えば、印刷画像の濃度及び彩度の観点から、キサンテン系染付レーキ顔料とともに、
アゾレーキ系顔料を用いることができる。
　併用できるアゾレーキ顔料としては、溶性アゾ顔料であることが好ましく、例えば、Ｃ
．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　４８：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　４８：２
、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　４８：３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　４８
：４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　４８：５、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　
４９、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　４９：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　
４９：２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　４９：３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥ
Ｄ　５２：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　５２：２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
ＲＥＤ　５３：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　５４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
ＲＥＤ　５７：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　５８、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　
ＲＥＤ　５８：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　５８：２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎ
ｔ　ＲＥＤ　５８：３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　５８：４、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　ＲＥＤ　６０：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　６３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　ＲＥＤ　６３：１、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　６３：２、Ｃ．Ｉ．Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　６３：３、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　６４：１、Ｃ．Ｉ．
Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　６８、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　２００、Ｃ．Ｉ．Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　２３７、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　２３９、及びＣ．Ｉ
．Ｐｉｇｍｅｎｔ　ＲＥＤ　２４７等を挙げることができる。
　キサンテン系染付レーキ顔料とアゾレーキ系顔料との質量比は、１０：０～３：７が好
ましく、１０：０～５：５がより好ましい。
【００２６】
　顔料の分散形態は、顔料を非油溶性樹脂で被覆したいわゆるカプセル顔料や着色樹脂粒
子を顔料分散剤で分散させた分散体であってもよいが、顔料分散剤を顔料表面に直接吸着
させて分散させた分散体であることが好ましい。
【００２７】
　顔料の平均粒子径としては、吐出安定性と貯蔵安定性の観点から、３００ｎｍ以下であ
ることが好ましく、より好ましくは２００ｎｍ以下であり、さらに好ましくは１５０ｎｍ
以下である。
　顔料は、インク全量に対し、通常０．０１～２０質量％であり、印刷濃度の観点から、
１質量％以上、さらには５質量％以上が好ましく、インク粘度の観点から、１５質量％以
下が好ましい。
【００２８】
　インク中で顔料を安定して分散させるために、顔料とともに顔料分散剤を用いることが
できる。
　顔料分散剤としては、例えば、水酸基含有カルボン酸エステル、長鎖ポリアミノアマイ
ドと高分子量酸エステルの塩、高分子量ポリカルボン酸の塩、長鎖ポリアミノアマイドと
極性酸エステルの塩、高分子量不飽和酸エステル、ビニルピロリドンと長鎖アルケンとの
共重合体、変性ポリウレタン、変性ポリアクリレート、ポリエーテルエステル型アニオン
系活性剤、ポリオキシエチレンアルキルリン酸エステル、ポリエステルポリアミン等が好
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ましく用いられる。
【００２９】
　顔料分散剤の市販品例としては、例えば、アイ・エス・ピー・ジャパン株式会社製「ア
ンタロンＶ２１６（ビニルピロリドン・ヘキサデセン共重合体）、Ｖ２２０（ビニルピロ
リドン・エイコセン共重合体）」（いずれも商品名）；日本ルーブリゾール株式会社製「
ソルスパース１３９４０（ポリエステルアミン系）、１６０００、１７０００、１８００
０（脂肪酸アミン系）、１１２００、２４０００、２８０００」（いずれも商品名）；Ｂ
ＡＳＦジャパン株式会社製「エフカ４００、４０１、４０２、４０３、４５０、４５１、
４５３（変性ポリアクリレート）、４６、４７、４８、４９、４０１０、４０５５（変性
ポリウレタン）」（いずれも商品名）；楠本化成株式会社製「ディスパロンＫＳ－８６０
、ＫＳ－８７３Ｎ４（ポリエステルのアミン塩）」（いずれも商品名）；第一工業製薬株
式会社製「ディスコール２０２、２０６、ＯＡ－２０２、ＯＡ－６００（多鎖型高分子非
イオン系）」（いずれも商品名）；ビックケミー・ジャパン株式会社製「ＤＩＳＰＥＲＢ
ＹＫ２１５５、９０７７」（いずれも商品名）；クローダジャパン株式会社製「Ｈｙｐｅ
ｒｍｅｒＫＤ２、ＫＤ３、ＫＤ１１、ＫＤ１２」（いずれも商品名）等が挙げられる。
【００３０】
　顔料分散剤は、上記顔料を十分にインク中に分散可能な量であれば足り、適宜設定でき
る。例えば、質量比で、顔料１に対し顔料分散剤を０．１～５で配合することができ、好
ましくは０．１～１である。また、顔料分散剤は、インク全量に対し、０．０１～１５質
量％で配合することができ、好ましくは０．０１～１０質量％である。
　油性インクには、顔料分散剤を含む樹脂成分は、インク全量に対し１５質量％以下で配
合することができ、より好ましくは１０質量％以下である。これによって、インク粘度の
上昇を防止し、吐出性能をより改善することができる。
【００３１】
　インクは、表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上２８ｍＮ／ｍ以下であるシリコーンオイルを含
むことができる。
　シリコーンオイルの表面張力は、２０ｍＮ／ｍ以上であることが好ましく、より好まし
くは２２ｍＮ／ｍ以上である。これによって、ノズルプレートに対するインクの濡れ性を
低くして、ノズルプレートへのインクの付着を防止することができる。
　シリコーンオイルの表面張力は、２８ｍＮ／ｍ以下であることが好ましく、より好まし
くは２６ｍＮ／ｍ以下である。これによって、インクが記録媒体に速やかに浸透し、印刷
物の乾燥速度を高めることができる。
【００３２】
　ここで、表面張力は、バブルプレッシャー法（最大泡圧法）に従って求めることができ
る。例えば、ＳＩＴＡ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ製「ＳＩＴＡ　Ｍｅｓｓｔ
ｅｃｈｎｉｋ　ＧｍｂＨ　ｓｃｉｅｎｃｅ　ｌｉｎｅ　ｔ６０」を用いて表面張力を測定
することができる。
【００３３】
　インク全体の表面張力は、これに限定されないが、２０ｍＮ／ｍ以上が好ましく、２２
ｍＮ／ｍ以上がより好ましい。また、インク全体の表面張力は、３０ｍＮ／ｍ以下が好ま
しく、２７ｍＮ／ｍ以下がより好ましい。
【００３４】
　シリコーンオイルは、表面張力が２０ｍＮ／ｍ以上２８ｍＮ／ｍ以下であれば特に限定
されず、１分子中にケイ素原子及び炭素原子をし、２３℃において液体状の化合物を用い
ることができる。
　シリコーンオイルとしては、シリル基を有する化合物、シリルオキシ基を有する化合物
、シロキサン結合を有する化合物等を用いることができ、特にポリシロキサン化合物を好
ましく用いることができる。
【００３５】
　シリコーンオイルとしては、例えば、鎖状シリコーンオイル、環状シリコーンオイル、
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変性シリコーンオイル等を用いることができる。
　鎖状シリコーンオイルは、直鎖又は分岐鎖を有してもよく、ケイ素数が１５～３０であ
ることが好ましく、１７～２５がより好ましい。鎖状シリコーンオイルとしては、例えば
、ドトリアコンタンメチルペンタデカシロキサン、ヘキサトリアコンタンメチルヘプタデ
カシロキサン等が挙げられる。
　環状シリコーンオイルとしては、ケイ素数が５～９の環状ポリシロキサンであることが
好ましく、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、
ヘキサデカメチルシクロオクタシロキサン、オクタデカメチルシクロノナシロキサン等の
環状ポリジメチルシロキサンを好ましく用いることができる。
【００３６】
　変性シリコーンオイルとしては、鎖状又は環状のジメチルシリコーンオイルの一部のケ
イ素原子に各種有機基を導入したシリコーンオイルを用いることができる。変性シリコー
ンオイルとしては、すべてのケイ素原子が炭素原子またはシロキサン結合の酸素原子のい
ずれかとのみ結合していることが好ましい。変性シリコーンオイルとしては、非反応性シ
リコーンオイルであることが好ましい。変性シリコーンオイルとしては、その構成原子が
ケイ素原子、炭素原子、酸素原子、水素原子のみからなることが好ましい。
【００３７】
　変性シリコーンオイルとしては、例えば、鎖状又は環状のジメチルシリコーンオイルに
含まれる少なくとも１つのメチル基が、アルキル基、カルボン酸エステル結合含有基、芳
香環含有基、及びエーテル結合含有基からなる群から選択される１種以上によって置換さ
れた化合物を用いることができる。
　また、変性シリコーンオイルとしては、例えば、鎖状又は環状のジメチルシリコーンオ
イルに含まれる少なくとも１つのケイ素原子に、アルキレン基を介してさらに別の鎖状又
は環状のジメチルシリコーンオイルのケイ素原子が結合する化合物を用いることができる
。この場合、アルキレン基を介して結合する鎖状又は環状のジメチルシリコーンオイルに
含まれる少なくとも１つのメチル基は、アルキル基、カルボン酸エステル結合含有基、芳
香環含有基、及びエーテル結合含有基からなる群から選択される１種以上によって置換さ
れていてもよい。
【００３８】
　変性シリコーンオイルとしては、例えば、アルキル変性シリコーンオイル、フェニル変
性シリコーンオイルやアラルキル変性シリコーンオイル等のアリール変性シリコーンオイ
ル、カルボン酸エステル変性シリコーンオイル、アルキレン変性シリコーンオイル、ポリ
エーテル変性シリコーンオイル等が挙げられる。
　変性シリコーンオイルとしては、ケイ素数が２～２０であることが好ましく、２～１０
がより好ましく、２～６がさらに好ましく、３～６が一層好ましい。
【００３９】
　変性シリコーンオイルの一例には、１分子中のケイ素数が２～６であり、ケイ素原子に
炭素原子が直接結合し、炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基を有し、１分子中
の炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基に含まれる炭素数及び酸素数の合計が５
～２０であるシリコーンオイルが含まれる。以下、このシリコーンオイルを変性シリコー
ンオイルＳとも記す。
【００４０】
　変性シリコーンオイルＳは、炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基として、下
記の（Ａ）～（Ｄ）からなる群から選択される１種以上を有することができる。
　（Ａ）炭素数７以上のアルキル基。
　（Ｂ）炭素数及び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エステル結合含有基。
　（Ｃ）炭素数６以上の芳香環含有基。
　（Ｄ）炭素数７以上のアルキレン基。
【００４１】
　変性シリコーンオイルＳは、ノズルプレートへのインクの付着を防止する観点から、１
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分子中の炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基に含まれる炭素数及び酸素数の合
計が５～１２であることが好ましい。
　また、変性シリコーンオイルＳは、インクを低粘度化して吐出性能を改善する観点から
、１分子中の炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基に含まれる炭素数及び酸素数
の合計が８～２０であることが好ましい。
　変性シリコーンオイルＳの１分子中に炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基が
２個以上含まれる場合は、１分子中の炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基の炭
素数及び酸素数の合計は、２個以上の炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基の炭
素数及び酸素数の合計である。
【００４２】
　変性シリコーンオイルＳの一例には、下記一般式（Ｘ）で表される化合物であるシリコ
ーンオイルが含まれる。
【化２】

【００４３】
　一般式（Ｘ）において、Ｒ１は、酸素原子、又はケイ素原子に炭素結合が直接結合する
２価の有機基であり、Ｒ２は、それぞれ独立的に、ケイ素原子に炭素結合が直接結合する
１価の有機基であり、ｍ及びｎは、それぞれ独立的に、０～４の整数であり、ｐは、それ
ぞれ独立的に、０～２の整数であり、１分子中のケイ素数が２～６であり、Ｒ１及びＲ２

のうち少なくとも１個は、炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基であり、１分子
中の炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基に含まれる酸素数及び炭素数の合計が
５～２０である。
【００４４】
　一般式（Ｘ）において、Ｒ１は、酸素原子、又は炭素数及び酸素数の合計が５以上であ
る２価の有機基であり、Ｒ２は、それぞれ独立的に、メチル基、又は炭素数及び酸素数の
合計が５以上である１価の有機基であることが好ましい。
【００４５】
　好ましくは、一般式（Ｘ）において、Ｒ１は、酸素原子、又は炭素数７以上のアルキレ
ン基であり、Ｒ２は、それぞれ独立的に、メチル基、炭素数７以上のアルキル基、炭素数
及び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エステル結合含有基、又は炭素数６以上の芳
香環含有基であり、Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１個は、炭素数７以上のアルキレン基
、炭素数７以上のアルキル基、炭素数及び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エステ
ル結合含有基、及び炭素数６以上の芳香環含有基からなる群から選択され、１分子中の炭
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素数７以上のアルキレン基、炭素数７以上のアルキル基、炭素数及び酸素数の合計が５以
上であるカルボン酸エステル結合含有基、及び炭素数６以上の芳香環含有基に含まれる酸
素数及び炭素数の合計が５～２０である。
【００４６】
　変性シリコーンオイルＳの他の例には、下記一般式（Ｘ－１）で表される化合物である
シリコーンオイルが含まれる。
【化３】

【００４７】
　一般式（Ｘ－１）において、Ｒ２は、それぞれ独立的に、ケイ素原子に炭素原子が直接
結合する１価の有機基であり、ｎは、０～４の整数であり、ｐは、それぞれ独立的に、０
又は１であり、１分子中のケイ素数が２～６であり、Ｒ２のうち少なくとも１個は、炭素
数及び酸素数の合計が５以上である有機基であり、１分子中の炭素数及び酸素数の合計が
５以上である有機基に含まれる酸素数及び炭素数の合計が５～２０である。
【００４８】
　一般式（Ｘ－１）において、Ｒ２は、それぞれ独立的に、メチル基、又は炭素数及び酸
素数の合計が５以上である１価の有機基であることが好ましい。
　一般式（Ｘ－１）において、Ｒ２のうち少なくとも１個は、炭素数が７以上であるアル
キル基、炭素数及び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エステル結合含有基、及び炭
素数が６以上である芳香環含有基からなる群から選択される１種以上であることが好まし
い。
【００４９】
　変性シリコーンオイルＳにおいて、炭素数７以上のアルキル基は、直鎖または分岐鎖を
有してもよく、鎖状または脂環式であってもよい。
　このアルキル基の炭素数は、７以上が好ましく、より好ましくは８以上、さらに好まし
くは１０以上である。
　このアルキル基の炭素数は、２０以下が好ましく、より好ましくは１６以下、さらに好
ましくは１２以下である。
【００５０】
　炭素数７以上のアルキル基は、例えば、ヘプチル基、オクチル基、イソオクチル基、ノ
ニル基、デシル基、ドデシル基、ヘキサデシル基、エイコシル基等を挙げることができる
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。
　好ましくは、オクチル基、デシル基、ドデシル基、ヘキサデシル基であり、より好まし
くはデシル基、ドデシル基である。
【００５１】
　アルキル基を有する変性シリコーンオイルＳには、例えば、下記一般式（１）で表され
る化合物を用いることができる。
【化４】

【００５２】
　一般式（１）中、Ｒは、炭素数７～２０の直鎖または分岐鎖を有するアルキル基であり
、ｍ及びｎは、それぞれ独立的に０～２の整数であり、ｍ＋ｎ≦２である。
【００５３】
　一般式（１）において、Ｒは、炭素数７～２０の直鎖または分岐鎖を有するアルキル基
である。Ｒで表されるアルキル基の炭素数が７以上、より好ましくは８以上、さらに好ま
しくは１０以上であることで、ノズルプレートに対するインクの濡れ性を改善することが
できる。特に、１０以上とすることで表面張力が上がり、濡れ性が改善する。
　また、Ｒで表されるアルキル基の炭素数が２０以下、より好ましくは１６以下、さらに
好ましくは１２以下であることで、インクの高粘度化を抑えて、吐出性能を改善すること
ができる。
【００５４】
　変性シリコーンオイルＳにおいて、カルボン酸エステル結合含有基は、主鎖のシロキサ
ン結合のケイ素原子にアルキレン基を介してカルボン酸エステル結合が結合する－ＲＢｂ

－Ｏ－（ＣＯ）－ＲＢａで表される基、または、－ＲＢｂ－（ＣＯ）－Ｏ－ＲＢａで表さ
れる基を好ましく用いることができる。
　ここで、ＲＢａは、炭素数１以上の直鎖または分岐鎖を有してもよく、鎖状または脂環
式のアルキル基であることが好ましい。また、ＲＢｂは、炭素数１以上の直鎖又は分岐鎖
を有してもよく、鎖状または脂環式のアルキレン基であることが好ましい。主鎖のシロキ
サン結合のケイ素原子とカルボン酸エステル結合を結ぶアルキレン基は、炭素数２以上で
あることがより好ましい。
　カルボン酸エステル結合含有基の炭素数及び酸素数の合計は、エステル結合（－Ｏ－（
ＣＯ）－）の１個の炭素原子と２個の酸素原子と、アルキル基（ＲＢａ）の炭素数と、ア
ルキレン基（ＲＢｂ）の炭素数との合計になる。
【００５５】
　カルボン酸エステル結合含有基において、アルキル基（ＲＢａ）は、例えば、メチル基
、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブ
チル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基、イソオクチル基、ノニル基
、デシル基、ドデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基等を挙げることができる。
　好ましくは、ペンチル基、ヘプチル基、ノニル基、トリデシル基であり、より好ましく
はヘプチル基、ノニル基である。
【００５６】
　カルボン酸エステル結合含有基において、アルキレン基（ＲＢｂ）は、炭素数１～８の
直鎖アルキレン基であることが好ましく、例えば、メチレン基、エチレン基、プロピレン
基、トリメチレン基、ｎ－ブチレン、イソブチレン基、ペンチレン基、ヘキシレン基、ヘ
プチレン基、オクチレン基、イソオクチレン基等を挙げることができる。
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　好ましくは、エチレン基である。
【００５７】
　カルボン酸エステル結合含有基を有する変性シリコーンオイルＳには、上記一般式（Ｘ
－１）において、Ｒ２は、それぞれ独立的に、メチル基、又はケイ素原子に炭素原子が直
接結合し、炭素数及び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エステル結合含有基であり
、ｎは、０～４の整数であり、ｐは、それぞれ独立的に、０又は１であり、１分子中のケ
イ素数が２～６であり、Ｒ２のうち少なくとも１個は、上記カルボン酸エステル結合含有
基であり、１分子中の上記カルボン酸エステル結合含有基に含まれる酸素数及び炭素数の
合計が５～２０である化合物を好ましく用いることができる。
【００５８】
　カルボン酸エステル結合含有基を有する変性シリコーンオイルＳの一例には、下記一般
式（Ｂ１）で表される化合物が含まれる。
【００５９】
【化５】

【００６０】
　一般式（Ｂ１）において、ＲＢ１は、それぞれ独立的に、メチル基、又はケイ素原子に
炭素原子が直接結合し、炭素数及び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エステル結合
含有基であり、ＲＢ２は、それぞれ独立的に、メチル基、トリメチルシリルオキシ基、又
はケイ素原子に炭素原子が直接結合し、炭素数及び酸素数の合計が５以上であるカルボン
酸エステル結合含有基であり、ＲＢ１及びＲＢ２のうち少なくとも１個は、上記炭素数及
び酸素数の合計が５以上であるカルボン酸エステル結合含有基であり、ｎは０～４の整数
であり、１分子中のケイ素数が２～６である。
　カルボン酸エステル結合含有基は、上記した通りである。
【００６１】
　変性シリコーンオイルＳにおいて、芳香環含有基は、主鎖のシロキサン結合のケイ素原
子に芳香環が直接結合する－ＲＣａで表される基、または、主鎖のシロキサン結合のケイ
素原子にアルキレン基を介して芳香環が結合する－ＲＣｂ－ＲＣａで表される基を好まし
く用いることができる。
　ここで、ＲＣａは、炭素数６以上の芳香環であることが好ましい。また、ＲＣｂは、炭
素数１以上の直鎖又は分岐鎖を有してもよく、鎖状または脂環式のアルキレン基であるこ
とが好ましい。
　芳香環含有基が、主鎖のシロキサン結合のケイ素原子に芳香環が直接結合する－ＲＣａ

で表される基である場合、主鎖のシロキサン結合からトリメチルシリルオキシ基等の分岐
鎖が側鎖として分岐していていることが好ましい。芳香環含有基は、主鎖のシロキサン結
合のケイ素原子にアルキレン基を介して芳香環が結合する－ＲＣｂ－ＲＣａで表される基
であることがより好ましい。
　芳香環含有基の炭素数は、芳香環（ＲＣａ）の炭素数と、任意のアルキレン基（ＲＣｂ

）の炭素数との合計になる。
【００６２】
　芳香環含有基において、芳香環部分（ＲＣａ）は、例えば、フェニル基、トリル基、キ
シリル基、トリメチルフェニル基、ビフェニル基、ナフチル基、アントラセニル基等、又
はこれらの少なくとも１個の水素原子がアルキル基に置換された官能基を挙げることがで
きる。
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【００６３】
　芳香環含有基において、任意のアルキレン基（ＲＣｂ）は、炭素数１～８の直鎖または
分岐鎖を有してもよいアルキレン基であることが好ましく、例えば、メチレン基、エチレ
ン基、プロピレン基、トリメチレン基、ｎ－ブチレン基、イソブチレン基、ペンチレン基
、ヘキシレン基、ヘプチレン基、オクチレン基、イソオクチレン基等を挙げることができ
る。
　好ましくは、プロピレン基、メチルエチレン基、エチレン基である。
【００６４】
　芳香環含有基を有する変性シリコーンオイルＳには、上記一般式（Ｘ－１）において、
Ｒ２は、それぞれ独立的に、メチル基、又はケイ素原子に炭素原子が直接結合し、炭素数
が６以上である芳香環結合含有基であり、ｎは、０～４の整数であり、ｐは、それぞれ独
立的に、０又は１であり、１分子中のケイ素数が２～６であり、Ｒ２のうち少なくとも１
個は、上記芳香環結合含有基であり、１分子中の上記芳香環結合含有基に含まれる炭素数
の合計が６～２０である化合物を好ましく用いることができる。
【００６５】
　芳香環含有基を有する変性シリコーンオイルＳの一例には、下記一般式（Ｃ１）で表さ
れる化合物が含まれる。
【００６６】
【化６】

【００６７】
　一般式（Ｃ１）において、ＲＣ１は、それぞれ独立的に、メチル基、又はケイ素原子に
炭素原子が直接結合し、炭素数が６以上である芳香環含有基であり、ＲＣ２は、それぞれ
独立的に、メチル基、トリメチルシリルオキシ基、又はケイ素原子に炭素原子が直接結合
し、炭素数が６以上である芳香環含有基であり、ＲＣ１及びＲＣ２のうち少なくとも１個
は、上記炭素数が６以上である芳香環含有基であり、ｎは０～４の整数であり、１分子中
のケイ素数が２～６である。
　芳香環含有基は、上記した通りである。
　一般式（Ｃ１）において、ｎ＝１であり、トリシロキサン骨格を有する化合物であるこ
とが好ましい。
【００６８】
　また、芳香環含有基を有する変性シリコーンオイルＳとしては、例えば、ジフェニルジ
メチコン、トリメチルシロキシフェニルジメチコン、１，１，１，５，５，５－ヘキサメ
チル－３－フェニル－３－（トリメチルシリルオキシ）トリシロキサン等のメチルフェニ
ルシリコーン等を用いることができる。
【００６９】
　変性シリコーンオイルＳの一実施形態としては、２～６個のケイ素原子と、炭素数７以
上のアルキレン基とを有する化合物であり、好ましくは、炭素数が７以上であるアルキレ
ン基の両端の炭素原子にそれぞれシリル基又は少なくとも１個のシロキサン結合が結合す
る化合物である。
【００７０】
　炭素数７以上のアルキレン基は、例えば、ヘプチレン基、オクチレン基、イソオクチレ
ン基、ノニレン基、デシレン基、ドデシレン基、ヘキサデシレン基、エイコシレン基等を
挙げることができる。
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　好ましくは、オクチレン基、デシレン基、ドデシレン基であり、より好ましくは、オク
チレン基、デシレン基である。
【００７１】
　アルキレン基を有する変性シリコーンＳには、上記一般式（Ｘ）において、Ｒ１は、炭
素数が７以上であるアルキレン基であり、Ｒ２は、メチル基であり、ｍ及びｎは、それぞ
れ独立的に、０～４の整数であり、ｐは、それぞれ独立的に、０～２の整数であり、１分
子中のケイ素数が２～６である化合物を好ましく用いることができる。
【００７２】
　上記した変性シリコーンオイルＳは、これに限定されないが、以下の方法によって製造
することができる。
　例えば、シロキサン原料と、炭素数及び酸素数の合計が５以上である有機基とともに反
応性基を有する反応性化合物とを、有機溶媒中で反応させることで、変性シリコーンオイ
ルＳを得ることができる。シロキサン原料と反応性化合物とは、シロキサン原料の反応性
基と反応性化合物の反応性基とがモル比で１：１～１：１．５で反応させることが好まし
い。また、反応に際し、０価白金のオレフィン錯体、０価白金のビニルシロキサン錯体、
２価白金のオレフィン錯体ハロゲン化物、塩化白金酸等の白金触媒等の触媒を好ましく用
いることができる。
【００７３】
　シロキサン原料としては、例えば、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシ
ロキサン、１，１，１，３，３，５，７，７，７－ノナメチルテトラシロキサン、１，１
，１，３，３，５，７，７，９，９，９－ウンデカメチルペンタシロキサン、ペンタメチ
ルジシロキサン、１，１，３，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，
３，３－テトラメチルジシロキサン、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルトリシロキ
サン、１，１，３，３，５，５，７，７－オクタメチルテトラシロキサン、１，１，３，
３，５，５，７，７，９，９－デカメチルペンタシロキサン、１，１，１，３，５，５，
５－ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，１，５，５，５－ヘキサメチル－３－（トリ
メチルシリルオキシ）トリシロキサン、１，１，１，５，５，５－ヘキサメチルトリシロ
キサン、１，１，１，３，５，７，７，７－オクタメチルテトラシロキサン、１，１，３
，５，５－ペンタメチル－３－（ジメチルシリルオキシ）トリシロキサン、１，１，３，
３，５，５，７，７，９，９，１１，１１－ドデカメチルヘキサシロキサン、１，１，１
，５，５，５－ヘキサメチル－３－（トリメチルシリルオキシ）トリシロキサン等を用い
ることができる。
【００７４】
　反応性化合物は反応性基として炭素二重結合を有することが好ましい。
　変性シリコーンオイルＳにアルキル基を導入するためには、反応性化合物として、１－
ヘプテン、１－オクテン、２－オクテン、１－ノネン、１－デセン、１－ドデセン、１－
ヘキサデセン、１－エイコセン等の炭素数が７以上であるアルケン等を用いることができ
る。
　また、アルケンの他にも、ビニルシクロヘキサン等のエチレン性不飽和２重結合を有す
る脂環式炭化水素基を用いることができる。
【００７５】
　変性シリコーンオイルＳにエステル結合含有基を導入するためには、反応性化合物とし
て、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソブタン酸ビニル、ペンタン酸ビ
ニル、ピバル酸ビニル、ヘキサン酸ビニル、ヘプタン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビ
ニル、オクタン酸ビニル、イソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、デカン酸ビニル、ラ
ウリン酸ビニル、ミリスチン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、エイコ酸ビニル、ヘキサン
酸アリル等の炭素数及び酸素数の合計が６以上である脂肪酸ビニル又は脂肪酸アリル化合
物等を用いることができる。
【００７６】
　変性シリコーンオイルＳに芳香環含有基を導入するためには、反応性化合物として、ス
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チレン、４－メチルスチレン、２－メチルスチレン、４－ｔｅｒｔ－ブチルスチレン、ア
リルベンゼン、１－アリルナフタレン、４－フェニル－１－ブテン、２，４－ジフェニル
－４－メチル－１－ペンテン、１－ビニルナフタレン、α－メチルスチレン、２－メチル
－１－フェニルプロペン、１，１－ジフェニルエチレン、トリフェニルエチレン、２，４
，６－トリメチルスチレン、シス－β－メチルスチレン、トランス－β－メチルスチレン
、３－フェニル－１－プロペン等のビニル結合と炭素数６以上の芳香環とを有するアリー
ル化合物等を用いることができる。
【００７７】
　変性シリコーンオイルＳにアルキレン基を導入するためには、反応性化合物として、１
，６－ヘプタジエン、１，７－オクタジエン、１，８－ノナジエン、１，９－デカジエン
、１，１１－ドデカジエン、１，１０－ウンデカジエン、１，１３－テトラデカジエン、
ヘキサデカジエン、エイコサジエン等の炭素数が７以上であるジエン化合物等を用いるこ
とができる。
【００７８】
　シリコーンオイルとしては、例えば、信越化学工業株式会社製「ＫＦ－９６Ｌ－１０Ｃ
Ｓ」、「ＫＦ－５６Ａ」；東レ・ダウコーニング株式会社製「ＤＣ３４５Ｆｌｕｉｄ」、
「ＦＺ－３１９６」；東京化成工業株式会社製「１，１，１，５，５，５－ヘキサメチル
－３－フェニル－３－（トリメチルシリルオキシ）トリシロキサン」、「デカメチルシク
ロペンタシロキサン」、「ドデカメチルシクロヘキサシロキサン」等の市販品を用いても
よい。
【００７９】
　シリコーンオイルは、非水系溶剤全量に対し、１５質量％以上で含まれることが好まし
い。これによって、染付レーキ顔料の染料化を防止しながら、印刷物の乾燥性を高めるこ
とができる。より好ましくは、シリコーンオイルは、非水系溶剤全量に対し、３０質量％
以上、特に５０質量％以上、さらに好ましくは７０質量％以上で含まれる。
　シリコーンオイルは、非水系溶剤全量に対し、１００質量％以下で含まれる。シリコー
ンオイルは、非水系溶剤全量に対し、９０質量％以下で含まれてもよい。
　シリコーンオイルは、ノズルプレートの材質によってはノズルプレートに親和性がある
ため、その配合量をある程度制限することで、ノズルプレートに対するインクの濡れ性を
より改善することができる。
　インク全量に対するシリコーンオイルの配合量は、非水系溶剤全量の使用量に応じて異
なるが、１２～９８質量％で含まれてよく、１５～９０質量％で含まれてもよい。
【００８０】
　インクには、その他の非水系溶剤が含まれてもよい。
　その他の非水系溶剤としては、非極性有機溶剤及び極性有機溶剤のいずれも使用できる
。なお、本実施形態において、非水系溶剤には、１気圧２０℃において同容量の水と均一
に混合しない非水溶性有機溶剤を用いることが好ましい。
【００８１】
　非極性有機溶剤としては、例えば、脂肪族炭化水素溶剤、脂環式炭化水素溶剤、芳香族
炭化水素溶剤等の石油系炭化水素溶剤を好ましく挙げることができる。
　脂肪族炭化水素溶剤及び脂環式炭化水素溶剤としては、パラフィン系、イソパラフィン
系、ナフテン系等の非水系溶剤を挙げることができる。市販品としては、０号ソルベント
Ｌ、０号ソルベントＭ、０号ソルベントＨ、カクタスノルマルパラフィンＮ－１０、カク
タスノルマルパラフィンＮ－１１、カクタスノルマルパラフィンＮ－１２、カクタスノル
マルパラフィンＮ－１３、カクタスノルマルパラフィンＮ－１４、カクタスノルマルパラ
フィンＮ－１５Ｈ、カクタスノルマルパラフィンＹＨＮＰ、カクタスノルマルパラフィン
ＳＨＮＰ、アイソゾール３００、アイソゾール４００、テクリーンＮ－１６、テクリーン
Ｎ－２０、テクリーンＮ－２２、ＡＦソルベント４号、ＡＦソルベント５号、ＡＦソルベ
ント６号、ＡＦソルベント７号、ナフテゾール１６０、ナフテゾール２００、ナフテゾー
ル２２０（いずれもＪＸＴＧエネルギー株式会社製）；アイソパーＧ、アイソパーＨ、ア
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イソパーＬ、アイソパーＭ、エクソールＤ４０、エクソールＤ６０、エクソールＤ８０、
エクソールＤ９５、エクソールＤ１１０、エクソールＤ１３０（いずれもエクソンモビー
ル社製）；モレスコホワイトＰ－４０、モレスコホワイトＰ－６０、モレスコホワイトＰ
－７０、モレスコホワイトＰ－８０、モレスコホワイトＰ－１００、モレスコホワイトＰ
－１２０、モレスコホワイトＰ－１５０、モレスコホワイトＰ－２００、モレスコホワイ
トＰ－２６０、モレスコホワイトＰ－３５０Ｐ（いずれも株式会社ＭＯＲＥＳＣＯ製）等
を好ましく挙げることができる。
　芳香族炭化水素溶剤としては、グレードアルケンＬ、グレードアルケン２００Ｐ（いず
れもＪＸＴＧエネルギー株式会社製）、ソルベッソ１００、ソルベッソ１５０、ソルベッ
ソ２００、ソルベッソ２００ＮＤ（いずれもエクソンモビール社製）等を好ましく挙げる
ことができる。
　石油系炭化水素溶剤の蒸留初留点は、１００℃以上であることが好ましく、１５０℃以
上であることがより好ましく、２００℃以上であることがいっそう好ましい。蒸留初留点
はＪＩＳ　Ｋ００６６「化学製品の蒸留試験方法」に従って測定することができる。
【００８２】
　極性有機溶剤としては、脂肪酸エステル系溶剤、高級アルコール系溶剤、高級脂肪酸系
溶剤等を好ましく挙げることができる。
　シリコーンオイルとともに極性有機溶剤を用いることで、ノズルプレートに対するイン
クの濡れ性を低くし、ノズルプレートへのインクの付着をさらに防止することができる。
中でも、１分子中の炭素数が６以上、好ましくは１２～２０の高級アルコール系溶剤は、
高極性かつ高表面張力であり、ノズルプレートに対するインクの濡れ性をより低くするこ
とができる。
　１分子中の炭素数６以上の高級アルコール系溶剤としては、直鎖又は分岐鎖を有しても
よく、飽和又は不飽和であってもよい。炭素数６以上の高級アルコール系溶剤は、１価、
２価、３価、又は多価アルコールであってもよいが、低粘性であることから１価アルコー
ルであることが好ましい。
　炭素数６以上の高級アルコール系溶剤としては、例えば、１－ヘキサノール、ｎ－オク
タノール、イソオクチルアルコール、１－デカノール、ドデカノール、イソミリスチルア
ルコール、イソパルミチルアルコール、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール
、イソエイコシルアルコール、デシルテトラデカノール等を挙げることができる。
【００８３】
　シリコーンオイルが非水系溶剤全量に対し５０質量％以上で含まれる場合に、１分子中
の炭素数が６以上のアルコール系溶剤を以下の配合割合にすることで、印刷画像のブリー
ディング及び耐光性とともに、ノズルプレートに対するインクの濡れ性を改善することが
できる。
　１分子中の炭素数が６以上のアルコール系溶剤は、非水系溶剤全量に対し、２質量％以
上であることが好ましく、より好ましくは５質量％以上である。
　１分子中の炭素数が６以上のアルコール系溶剤は、非水系溶剤全量に対し、１５質量％
以下であることが好ましく、より好ましくは１０質量％以下である。
【００８４】
　その他の極性有機溶剤としては、例えば、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イソ
デシル、イソノナン酸イソトリデシル、ラウリン酸メチル、ラウリン酸イソプロピル、ラ
ウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン
酸ヘキシル、パルミチン酸イソオクチル、パルミチン酸イソステアリル、オレイン酸メチ
ル、オレイン酸エチル、オレイン酸イソプロピル、オレイン酸ブチル、オレイン酸ヘキシ
ル、リノール酸メチル、リノール酸エチル、リノール酸イソブチル、ステアリン酸ブチル
、ステアリン酸ヘキシル、ステアリン酸イソオクチル、イソステアリン酸イソプロピル、
ピバリン酸２－オクチルデシル、大豆油メチル、大豆油イソブチル、トール油メチル、ト
ール油イソブチル等の１分子中の炭素数が１３以上、好ましくは１６～３０の脂肪酸エス
テル系溶剤；ラウリン酸、イソミリスチン酸、パルミチン酸、イソパルミチン酸、α－リ
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ノレン酸、リノール酸、オレイン酸、イソステアリン酸等の１分子中の炭素数が１２以上
、好ましくは１４～２０の高級脂肪酸系溶剤等が挙げられる。
　脂肪酸エステル系溶剤、高級アルコール系溶剤、高級脂肪酸系溶剤等の極性有機溶剤の
沸点は、１５０℃以上であることが好ましく、２００℃以上であることがより好ましく、
２５０℃以上であることがさらに好ましい。なお、沸点が２５０℃以上の非水系溶剤には
、沸点を示さない非水系溶剤も含まれる。
【００８５】
　これらの非水系溶剤は、単独で使用してもよく、単一の相を形成する限り２種以上を組
み合わせて使用することもできる。
【００８６】
　上記各成分に加えて、インクには、本発明の効果を損なわない限り、各種添加剤が含ま
れていてよい。添加剤としては、ノズルの目詰まり防止剤、酸化防止剤、導電率調整剤、
粘度調整剤、表面張力調整剤、酸素吸収剤等を適宜添加することができる。これらの種類
は、特に限定されることはなく、当該分野で使用されているものを用いることができる。
【００８７】
　インクは、顔料及び非水系溶剤を含む各成分を混合することで作製することができる。
好ましくは、各成分を一括ないし分割して混合及び撹拌してインクを作製することができ
る。具体的には、ビーズミル等の分散機に全成分を一括又は分割して投入して分散させ、
所望により、メンブレンフィルター等のろ過機を通すことにより調製できる。
【００８８】
　油性インクジェットインクとしての粘度は、インクジェット記録システムの吐出ヘッド
のノズル径や吐出環境等によってその適性範囲は異なるが、一般に、２３℃において５～
３０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、５～１５ｍＰａ・ｓであることがより好ましく、
約１０ｍＰａ・ｓ程度であることが、一層好ましい。
【００８９】
　インクジェットインクを用いた印刷方法としては、特に限定されず、ピエゾ方式、静電
方式、サーマル方式など、いずれの方式のものであってもよいが、ピエゾ方式であること
が好ましい。インクジェット記録装置を用いる場合は、デジタル信号に基づいてインクジ
ェットヘッドから本実施形態によるインクを吐出させ、吐出されたインク液滴を記録媒体
に付着させるようにすることが好ましい。
【００９０】
　本実施形態において、記録媒体は、特に限定されるものではなく、普通紙、コート紙、
特殊紙等の印刷用紙、布、無機質シート、フィルム、ＯＨＰシート等、これらを基材とし
て裏面に粘着層を設けた粘着シート等を用いることができる。これらの中でも、インクの
浸透性の観点から、普通紙、コート紙等の印刷用紙を好ましく用いることができる。
【００９１】
　ここで、普通紙とは、通常の紙の上にインクの受容層やフィルム層等が形成されていな
い紙である。普通紙の一例としては、上質紙、中質紙、ＰＰＣ用紙、更紙、再生紙等を挙
げることができる。普通紙は、数μｍ～数十μｍの太さの紙繊維が数十から数百μｍの空
隙を形成しているため、インクが浸透しやすい紙となっている。
【００９２】
　また、コート紙としては、マット紙、光沢紙、半光沢紙等のインクジェット用コート紙
や、いわゆる塗工印刷用紙を好ましく用いることができる。ここで、塗工印刷用紙とは、
従来から凸版印刷、オフセット印刷、グラビア印刷等で使用されている印刷用紙であって
、上質紙や中質紙の表面にクレーや炭酸カルシウム等の無機顔料と、澱粉等のバインダー
を含む塗料により塗工層を設けた印刷用紙である。塗工印刷用紙は、塗料の塗工量や塗工
方法により、微塗工紙、上質軽量コート紙、中質軽量コート紙、上質コート紙、中質コー
ト紙、アート紙、キャストコート紙等に分類される。
【実施例】
【００９３】
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　以下、本発明を実施例により詳細に説明する。本発明は以下の実施例に限定されない。
　「インクの作製」
　表１から表３にインク処方を示す。
　各表に示す配合量にしたがって、顔料、顔料分散剤、及び各表に示す各種溶剤を混合し
、ビーズミル「ダイノーミルＫＤＬ－Ａ」（株式会社シンマルエンタープライゼス製）に
より滞留時間１５分間の条件で、十分に顔料を分散した。続いて、メンブレンフィルター
で粗大粒子を除去し、インクを得た。
【００９４】
　各表に示す非水系溶剤及び顔料の詳細をそれぞれ表４及び表５に示す。
　表４に示す各溶剤の表面張力は、ＳＩＴＡ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ製の
「ＳＩＴＡ　Ｍｅｓｓｔｅｃｈｎｉｋ　ＧｍｂＨ　ｓｃｉｅｎｃｅ　ｌｉｎｅ　ｔ６０」
を用いて、２３℃、０．０５Ｈｚの測定条件で求めた。
　また、各表に示す顔料分散剤は以下の通りである。
　Ｓ１８０００：日本ルーブリゾール株式会社製「ソルスパース１８０００」、有効成分
１００質量％。
　Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ２１５５：ビックケミー・ジャパン株式会社製「Ｄｉｓｐｅｒｂｙ
ｋ２１５５」、有効成分１００質量％。
【００９５】
　（製造例１）
　各表に示すカルボン酸エステル変性シリコーンオイルの合成方法について説明する。
　四つ口フラスコにヘキサン５０質量部、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルト
リシロキサン（東京化成工業株式会社製）１０質量部、ｎ－オクタン酸ビニル（東京化成
工業株式会社製）８．４質量部を仕込んだ。そこに白金触媒１，３－ジビニル－１，１，
３，３－テトラメチルジシロキサン白金錯体（シグマアルドリッチ）０．０２質量部を添
加し、室温で２から３時間撹拌した。その後、減圧蒸留により反応溶媒のヘキサンと未反
応の原材料を除去し、カルボン酸エステル変性シリコーンオイルを得た。
【００９６】
　（製造例２）
　各表に示すアリール変性シリコーンオイルの合成方法について説明する。
　四つ口フラスコにヘキサン５０質量部、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルトリシ
ロキサン（東京化成工業株式会社製）１０質量部、３－フェニル－１－プロペン（東京化
成工業株式会社製）１２．５質量部を仕込んだ。そこに白金触媒１，３－ジビニル－１，
１，３，３－テトラメチルジシロキサン白金錯体（シグマアルドリッチ）０．０２質量部
を添加し、室温で２から３時間撹拌した。その後、減圧蒸留により反応溶媒のヘキサンと
未反応の原材料を除去し、目的化合物アリール変性シリコーンオイルを得た。
【００９７】
　得られたカルボン酸エステル変性シリコーン及びアリール変性シリコーンの構造式を以
下に示す。下記式において、Ｍｅはメチル基を表す。
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【化７】

【００９８】
　「評価」
　実施例及び比較例のインクについて、以下の方法により評価を行った。これらの評価結
果を各表に示す。
【００９９】
　（貯蔵安定性）
　各インクを密閉容器に入れ、７０℃の環境下で４週間放置した。放置前のインク粘度「
粘度の初期値」と、放置後のインク粘度「４週間後の粘度」とを測定し、粘度変化率を下
記式から求めた。粘度変化率から、下記基準で貯蔵安定性を評価した。
　インク粘度は、２３℃における粘度であり、株式会社アントンパール・ジャパン製「レ
オメーターＭＣＲ３０２」（コーン角度１°、直径５０ｍｍ）を用いて測定した。
　粘度変化率＝［（４週間後の粘度×１００）／（粘度の初期値）］－１００（％）
　Ａ：粘度変化率が５％未満である。
　Ｂ：粘度変化率が５％以上１０％未満である。
　Ｃ：粘度変化率が１０％以上である。
【０１００】
　（ノズルプレートに対するインクの濡れ性）
　各インクを３０ｍｌのガラス容器に入れ、インクジェットプリンタ「オルフィスＥＸ９
０５０」（商品名：理想科学工業株式会社製）に使用されるノズルプレート（長さ５ｃｍ
、幅５ｍｍ）の一辺をピンセットでつまみ、反対側の一辺から２ｃｍを５秒間インクに浸
漬させた。その後、ノズルプレートを素早く引き上げ、ノズルプレート上に残ったインク
膜がインク滴になるまでの時間ｔを測定した。同じノズルプレートを用いて同様の操作を
１０回繰り返し、それぞれ時間ｔを測定した。その平均値を算出し、撥インク時間とした
。撥インク時間から、ノズルプレートに対するインクの濡れ性を以下の基準で評価した。
【０１０１】
　Ｓ：撥インク時間が３秒未満である。
　Ａ：撥インク時間が３秒以上５秒未満である。
　Ｂ：撥インク時間が５秒以上１０秒未満である。
　Ｃ：撥インク時間が１０秒以上である。
【０１０２】
　（乾燥速度）
　各インクをライン式インクジェットプリンタ「オルフィスＥＸ９０５０」（理想科学工
業株式会社製）に装填し、普通紙「理想用紙薄口」（理想科学工業株式会社製）に、印刷
速度１５０ｐｐｍ、解像度３００ｄｐｉ×３００ｄｐｉでベタ画像を印刷した。
　得られた印刷物を、クロックメーター　ＣＭ－１（ＡＴＬＡＳ　ＥＬＥＣＴＲＩＣ　Ｄ
ＥＹＩＣＥＳ製）で１０秒間に１０回、白綿布でこすった。印刷してから３０秒後に白綿
布による１回目の擦りを行った。
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　こすった白綿布を測色計Ｘ－ｒｉｔｅ　ｅＸａｃｔ（ビデオジェット・エックスライト
株式会社製）で測定し、こすっていない部分との色差ΔＥを求めた。色差ΔＥが小さい方
が、インクの乾燥速度が速く、画像の定着性に優れる。
　Ａ：ΔＥが３未満である。
　Ｂ：ΔＥが３以上７未満である。
　Ｃ：ΔＥが７以上である。
【０１０３】
　（ブリーディング）
　各インクを用いて、上記乾燥速度と同様にして、印刷物を作製した。
　印刷物の印刷面の印刷領域と未印刷領域の境目をスリー・アールシステムズ株式会社製
「ポータブルデジタル顕微鏡Ｖｉｔｉｎｙ」で観察し、境目のにじみを以下の基準で評価
した。インクに含まれる顔料が染料化することで、印刷面の境目の滲みが観察される。
　Ａ：印刷面の境目ににじみが観察されなかった。
　Ｂ：印刷面の境目ににじみが観察された。
　Ｃ：印刷面の境目が著しくにじんでいた。
【０１０４】
　（耐光性）
　各インクを用いて、上記乾燥速度と同様にして、印刷物を作製した。
　耐候性試験機「ウエザオメータＣｉ４０００」（アトラス社製）に印刷物をセットし、
波長３００－４００ｎｍ、照度３６Ｗ／ｍ２で７２時間照射した。照射前後の退色を目視
で観察し、以下の基準で評価した。
　Ａ：ほとんど退色しない。
　Ｂ：退色していることがわかる。
　Ｃ：著しく退色していることがわかる。
【０１０５】
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【表１】

【０１０６】
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【表２】

【０１０７】
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【表３】

【０１０８】
【表４】

【０１０９】
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【表５】

【０１１０】
　各表に示す通り、各実施例のインクでは、各評価結果が良好であった。また、各実施例
のインクでは、初期粘度が５～１５ｍＰａ・ｓの範囲で、適正な粘度であった。
【０１１１】
　実施例１～３では、表面張力が好ましい範囲内の各種シリコーンオイルを用いており、
各評価結果が良好であった。実施例１～３を通して、シリコーンオイルの表面張力が高い
方がノズルプレートに対するインクの濡れ性を低くし、インクの吐出不良を防ぐことがで
き、一方、シリコーンオイルの表面張力が低い方が印刷物の乾燥速度が速く、印刷物の定
着性に優れることがわかる。
　実施例４～７では、シリコーンオイルとともに、その他の非水系溶剤を組み合わせて用
いており、各評価結果が良好であった。実施例６及び７から、シリコーンオイルとともに
、高級アルコール系溶剤のイソエイコシルアルコールを用いることで、ノズルプレートに
対するインクの濡れ性をさらに改善させることができた。
【０１１２】
　実施例８～１２では、各種染付レーキ顔料を用いており、各評価結果が良好であった。
実施例１２では、酸性の染付レーキ顔料を用いているが、表面張力が好ましい範囲内のシ
リコーンオイルとともに用いることで、貯蔵安定性及びノズルプレートに対するインクの
濡れ性を十分に改善することができた。
【０１１３】
　比較例１では、非水系溶剤であるジメチルシリコーンの表面張力が１９．７ｍＮ／ｍと
低く、ノズルプレートに対するインクの濡れ性が悪化し、インク吐出不良の問題が生じる
。
　比較例２～４では、非水系溶剤である石油系炭化水素溶剤、イソノナン酸イソトリデシ
ル、イソエイコシルアルコールの表面張力が高く、印刷物の乾燥速度が遅く、定着性の問
題が生じる。
　比較例３及び４では、非水系溶剤に極性溶剤を用いており、印刷物のブリーディング及
び耐光性が低下した。
　比較例５及び６では、それぞれ比較顔料のピラゾロン及びキナクリドンを用いており、
貯蔵安定性が十分に得られなかった。比較例５及び６では、顔料の分散性が悪く、ノズル
プレートに対するインクの濡れ性が悪化し、印刷物の乾燥速度も遅くなった。
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